
■平成２６年８月１日（金）建設委員会県内調査

１ （仮称）大和郡山ジャンクション

【調査目的】広域幹線道路ネットワークの形成について

【概 要】

① 目 的

大和郡山ジャンクション事業は、西名阪自動車道と京奈和自動車道を連結させることにより、広域

幹線道路ネットワークを形成し、周辺の交通混雑を解消するとともに都市間交通の円滑化を図る。

② 経 緯

平成 ８年１１月 都市計画決定（大和郡山ＪＣＴ部）

平成１１年１２月 施工命令

平成１４年 ５月 地元設計協議、用地買収開始

平成２０年 ６月 工事着手

③ 工事の概要

ⅰ 進め方

西日本高速道路（株）と国土交通省が協定（事業費、施工区域等）を締結し、それに基づいて協働

で進めている。

ⅱ 集散路形式の採用

郡山ＩＣが直近にあることで、交通運用上「集散路」形式を採用。

大阪方面から郡山ＩＣで流出する車は、京奈和自動車道から天理方向に流入する車とＩＣを出る車とク

ロスが生じる。

そこで、郡山ＩＣを流出する車を佐保川の手前で流出させて、ロングランプを通って今のランプに結びつ

けて、このロングランプは他のランプと独立しており、ここを通ると本線に戻れない構造になっている。

また、大阪方面も同様で、一旦、集散路（ロングランプ）を通って、佐保川の先で初めて本線に流入

することになる。

ⅲ 発掘調査

埋蔵文化財が非常に多い。工事箇所と文化財調査箇所との調整を行いながら工事を進めてきた。

ジャンクション中央付近に「下ツ道」があり、当初、この部分は盛土で計画していたが、遺構保存という

ことで、橋りょうに変更している。

ⅳ 一級河川佐保川の河川改修（佐保川橋の架け替え）

大和郡山ジャンクション事業に合わせ、佐保川の河川改修事業を行っている。河川幅が拡がること

から、佐保川橋（本線橋）の架け替えを行っている。

ⅴ 維持管理用車両のＵターン道の整備

下ツ道の東側に維持管理用車両がＵターンして戻れるように整備している。

④ 進捗状況

ⅰ 進捗率：８７％（平成２６年７月末日現在）

ⅱ 工事状況

盛土工事はほとんど終了している（一部舗装工事に入っている）ので、舗装工事、遮音壁工事、標



識工事等に順次入り、舗装そのものにかかるのは早くて８月末予定。２６年度末の開通を目指してい

る。

２ 国道１６８号拡幅工事と一級河川高田川改修工事

【調査目的】国道１６８号（王寺道路、香芝王寺道路）の渋滞緩和及び一級河川高田川の治水対策

について

【概 要】

① 国道１６８号拡幅工事の概要

ア 王寺道路

ⅰ 工事の目的

一般国道１６８号（王寺道路）は、奈良県北西部の地域間交流を支援する南北の幹線道路で

あることから、４車線化による渋滞緩和、交通安全確保及び地域の活性化を図る。

ⅱ 事業概要

事 業 名 一般国道１６８号 王寺道路

事 業 区 間 北葛城郡王寺町畠田４丁目～王寺町本町１丁目

延 長 等 Ｌ＝１．５ｋｍ Ｗ＝２５．０ｍ（４車線）

事業化年度 平成１３年度

全体事業費 約１１９億円（進捗率：約８６％）

ⅲ 課題

・事業区間全てが「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」の中で、「地域の主要渋滞箇所」

として位置づけられている。

・現道は幅員狭小（幅員６ｍ程度）のため、大型車のすれ違いが困難。

・現道は通学路に指定されているが、歩道が未整備のため安心・安全な通行を阻害。

ⅳ 工事の状況

・現在、王寺町本町から県道桜井田原本王寺線までの区間約９００ｍはほぼ４車線として供

用済みで、畠田４丁目の交差点から北へ約６２０ｍの区間の工事を進めている



（工期：平成２７年３月末予定）。

イ 香芝王寺道路

ⅰ 工事の目的

一般国道１６８号（香芝王寺道路）は、奈良県北西部の地域間交流を支援する南北の幹線道

路であることから、４車線化による渋滞緩和、交通安全確保及び地域の活性化を図る。

ⅱ 事業概要

事 業 名 一般国道１６８号 香芝王寺道路

事 業 区 間 香芝市北今市～北葛城郡王寺町畠田４丁目

延 長 等 Ｌ＝３．２ｋｍ Ｗ＝２５．０ｍ（４車線）

事業化年度 平成１８年度

全体事業費 約１１５億円（進捗率：約３４％）

ⅲ 課題

・事業区間全てが「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」の中で、「地域の主要渋滞箇所」

として位置づけられている。

・現道は幅員狭小（幅員６ｍ程度）のため、大型車のすれ違いが困難。

・中和幹線から西名阪自動車道へのアクセス道路としての早期整備が必要。

ⅳ 工事の状況

・ＪＲ志都美駅から北へ約２６０ｍの区間を、平成２７年３月末を目標に工事を進めている。

・香芝王寺道路は、延長３．２ｋｍあるため、３つの区間に分けて実施（南から「１工区」

「２工区」「３工区」）。

用 地
延 長 課 題 等

の状況

ｋｍ ％ 旭ヶ丘ニュータウンが近隣にあるため、沿道に店舗
１工区 ０．９ 約３３ が多い。用地についても、土地所有者、建物、テナン

ト借り主と３者契約を同時にしなければならず、用地
の確保が短期間にできない状況。

２工区 ０．７ 約９５ 西名阪自動車道を挟んで約７００ｍの区間

３工区 １．６ 約 １ １６８号は、王寺道路、香芝王寺道路を含め延長４．
７ｋｍと長いため、まず重点的に南側と北側を整備し
ていくという方針で進めているため、この区間は用地
が手つかずの状態となっている。

② 一級河川高田川改修工事の概要

ⅰ 工事の目的

今後１０年に１度の確率で発生する降雨の洪水を安全に流下させ、内水被害を軽減するた

め、高田川の河川断面を大きくし、河床を切り下げ（約２．５ｍ低下）る。

ⅱ 事業概要



事 業 名 一級河川高田川

事 業 区 間 北葛城郡広陵町安部地内～大和高田市築山地内

延 長 等 Ｌ＝約７００ｍ 流量：１３５㎥／ｓ（築山都市下水路合流部）

事 業 期 間 平成１６年度～平成２８年度

ⅲ 工事の状況

高田川改修工事は、中和幹線と交差する部分にある「新そらつ橋」から上流にかけての７

００ｍの区間（広陵町と大和高田市に跨がる区間）を整備している。

この７００ｍの区間は下流から上流に向かって整備を進めているが、上流部分は今工事中、

下流部分は既に工事は終わっている。

【上流部分の工事計画】

工事延長 工事内容

２５年度 ６０ｍ 護岸工一式 仮歩道
２５・２６年度

２６・２７年度 ４０ｍ 護岸工一式 橋橋梁上部工一式

２７・２８年度 ３０ｍ 護岸工一式

④ 対策の効果

排水不良であった築山都市下水路合流点の河床掘削完了（平成２２年）後は、当該箇所で

の内水被害は発生していない。

【高田川の水位上昇に伴う排水不良により浸水被害の状況】

被害状況(家屋)
累計雨量（高田観測所）

床 上 床 下

戸 戸 ｍｍH 7. 7. 4 ４０ １３０ ８６ ４日１５時～ ５日 ７時

H 9. 7. 3 ４０ １００ １５０ ３日１２時～ ４日１１時

H19. 7.17 ３２ １４２ １１７ １６日１６時～１７日 ３時

H21. 8.11 － １０ ８９ １０日１２時～１１日１１時

H24. 7. 7 － － ８５ ６日１６時～ ７日 ７時

H25. 9.15 － － １５８ １５日１０時～１６日 ９時


